
NPO法人才の木トークカフェ

森の維持と意地
戦後に植林された日本の森林の多くが成熟期に到達し、日本の木材を

もっと使おうという動きがあります。一方、日本の新築住宅戸数は、人口
の減少にともない低下し続けています。木造住宅に使われる国産材の
価格は、輸入木材との競合などで下がり続けていましたが、ようやく底を
うったという見方もあります。安い材価が続くマーケットの中で、日本の林
業は低迷が続いています。林業を志す若者は増えてきており、高齢化に

も歯止めがかかってきましたが、中堅の作業員の離職という新たな課題
も発生しています。手入れが行われていない山林を憂慮する報道もあり
ます。

そういった日本の森林資源を維持管理することは、たやすいことではあ
りません。

しかしながら、短期的に見れば採算が合わない林業経営に意地を出し
て取り組んでいる方々がおられます。

ＮＰＯ法人「才の木」では、木材の持続的利用に関するテーマでトーク
カフェを開催していますが、今回は、最上流の森づくりの現場からの動き
をとりあげて、トークしたいと思います。

才の木はトークカフェのような時代を先取する事業をこれからも提案し続けるつもりです。
この機会に､2015年から発刊しておりますメルマガ(無料)を
http://www.sainoki.org/から購読しませんか｡

日時：令和2年11月28日（土）
13時00分～15時00分

場所：Zoom Webinar
主催：NPO法人才の木
後援：（一社）日本木材学会
参加費：無料 ただし事前登録が必要です。

参加方法：才の木のWebページ、あるいは下のQRコードから
申し込みください。
onlineのURLは一週間前ごろにメールいたします

内容
13:00～ 開会挨拶：NPO法人才の木・理事長 竹村彰夫
13:10～ 日本の人工林の最近10年間の変化と多様性

蔵治光一郎（NPO法人才の木理事、
東京大学大学院農学生命科学研究科教授）

13:50～ 吉野林業の現代版を考える
谷茂則氏(谷林業㈱社長、大和森林管理協会)

14:35～ トークセッション

司会・コーディネーター：梅咲直照（NPO才の木、桜井ガス(株)）
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